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小学生・中学生の朝食欠食と学習時間の関係 

 〇〇市における学校健診データを用いて  
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目的 児童・生徒の朝食摂取と学習時間との関係を，〇〇市の学校健診データを用いて明らかにす

ることを目的とした。 

方法 ○○市における2014年の健康診断および学習実態調査の個票を用い，小学生および中学生を

対象に，朝食欠食の有無と1日の合計学習時間・学校内外での学習時間との関連を学校種別お

よび通学日・休日の別に検討した。さらに，朝食欠食の有無と他の生活行動時間との関連をみ

るため，児童・生徒の1日の生活行動時間の分布を，通学日・休日別，学校種別，朝食欠食の有

無別に示した。 

結果 対象者は小学生14,265名，中学生7,308名であった。小学生および中学生について，朝食欠食

率は2.8%，5.9%であり，平均学習時間は373.9分，420.8分であった。朝食欠食の有無と学習時

間の関係では，小学生については朝食群と朝食欠食群とで有意な差を認めなかったが，中学生

（両群の差：43.9分）では朝食群の学習時間が有意に長かった。1日の生活行動時間の分布を朝

食群と朝食欠食群で比較したところ，小学生で朝食群の通学時間が有意に長かった。中学生で

は，朝食群で学習，スポーツに費やす時間が有意に長く，通学等，睡眠，趣味・娯楽，休養は

有意に短かった。 

結論 小学生の学習時間は，朝食摂取と大きくは関連しないが，中学生では大きく関連していた。

中学生においては，朝食群と欠食群で1日の生活行動時間パターンでも行動の分布が大きく異

なることが明らかとなった。 
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Ⅰ 緒   言 

 

 青少年の発達に影響するとされる生活習慣のうち，

朝食については心身機能との関連が国内外で数多く

研究されている。欧米の先行研究によると，朝食摂

取者は欠食者に比べ，長期的な認知機能の向上につ

いては未知数ながら1)，精神的な負荷やフラストレ

ーションの処理にたけており2)，短期的な認知機能3) 

4)や注意力5)～7)に優れており，テストの点数が良く1), 

8)～11)，肥満が少ない12) 13)。 

（中略） 

しかし，朝食と生活行動パターンとの関連につい 
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ての研究はそれほど多くなく，わが国では，小学校

高学年で朝食欠食児に早寝早起きの習慣が少ないこ

とを示した研究20)や，朝食を摂らない大学生は夜型

の生活リズムを持つ傾向があることを示した研究21)

など，比較的小規模の集団を対象としたものが中心

となっている。本研究は，大規模なデータを用いて，

児童・生徒の学習時間と朝食摂取との関係を示すこ

とを目的としている。 

 

Ⅱ 研究方法 

 

 本研究の対象は，調査時に〇〇市の小学校または

中学校に在学している者である。朝食の定義として

は，午前5時から11時までに摂取された食事とした。 

（中略） 

行動時間の差の検定はスチューデントの t検定に

よった。分析には R 3.0を用い，p<0.05を統計学的

有意とした。 
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Ⅲ 研究結果 

 

 本研究では，小学生14,265名，中学生7,308名の児

童・生徒が対象となった。 

（中略） 

小学生で朝食群の通学時間が有意に長かった。中

学生では朝食群で学習，スポーツに費やす時間が有

意に長かった（表3）。 

 

Ⅳ 考   察 

 

 本研究により，小学生および中学生，高校生の朝

食欠食割合と学習時間の分布および他の生活行動と

の関係が，大規模な調査に基づいて明らかとなった。 

（中略） 

今後は，寝坊や夜更かしなどの好ましくない生活

習慣や他の家族の生活行動を考慮した分析が行われ

ることが望まれる。 

 

Ⅴ 結   語 

 

 〇〇市の学校健診データを用いた分析から，中学

生において児童・生徒の朝食摂取と学習時間とに正

の関係があることが示唆された。 

（中略） 

朝食摂取と生活行動時間との関係では，朝食摂取

自体もしくは朝食に関連する何らかの因子が学習時

間に大きな影響を及ぼしていると推測された。 

 

 本研究に関し，ご協力を頂いた〇〇市教育委員会

の皆様に心より感謝申し上げます。 
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学校種別 通学日 休日

小学生（10歳以上） 2.8 5.9

中学生 5.9 10.5

高校生 13.4 21.0

朝食欠食割合 （％）

表１　朝食欠食率と学習時間

朝食群 欠食群 朝食群 欠食群 朝食群 欠食群 朝食群 欠食群

373.7 380.5 355.2 362.2 18.6 18.3 157.1 113.2

差

421.3 413.1 380.7 367.1 40.6 46.0 209.6 148.6

差

407.9 356.6 351.8 316.5 56.2 40.1 232.4 138.7

差

t 検定（ウェルチ）  *: p<0.01  **: p<0.001

93.7**16.1*35.2**

表２　朝食欠食の有無による学習時間の差
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